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（1）  第513号（改版第16号） 2013年（平成25年）婦人ひめじ

平
成
25
年
8
月
3
日
㈯
、

第
64
回
姫
路
お
城
ま
つ
り
2

日
目
の
総
お
ど
り
に
姫
路
市

連
合
婦
人
会
は
会
員
約

2
0
0
名
が
ま
っ
赤
な
ハ
ッ

ピ
姿
で
参
加
し
ま
し
た
。

播
州
段
文
音
頭
「
国
宝
姫

路
城
物
語
」
等
、
櫓
の
上
で

唄
わ
れ
る
民
謡
と
大
太
鼓
に

合
わ
せ
て
、
市
内
の
各
種
団

体
総
勢
約
2
，
0
0
0
人
以

上
の
人
々
が
播
州
音
頭
を
踊

り
ま
し
た
。

かんべえくん
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6
月
29
日
㈯
、
姫
路
市
立
中
央

体
育
館
に
於
い
て
第
27
回
姫
路
市

連
合
婦
人
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
、
9
校
区
か
ら
11

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
4
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
か
れ
て
リ
ー
グ
戦
に
よ
り
試

合
を
行
い
ま
し
た
。

開
会
式
に
は
、
石
見
利
勝
市

長
、
杉
本
博
昭
議
長
、
松
本
剛
明

衆
議
院
議
員
、
有
馬
妙
子
顧
問
な

ど
、
来
賓
多
数
が
参
加
さ
れ
、
豊

富
校
区
の
大
谷
さ
ん
が
選
手
宣
誓

を
行
い
ま
し
た
。

試
合
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
共
熱
戦
が

展
開
さ
れ
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
勝
者

に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は

旭
陽
校
区
が
総
合
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。

※
旭
陽
校
区
と
勝
原
校
区
丁
は
、

9
月
22
日
㈰
に
高
砂
市
で
開
催
さ

れ
る
兵
庫
県
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

▲総合優勝の旭陽校区（Aブロック優勝）

▲中寺校区（Cブロック優勝）▲準優勝の勝原校区丁（Bブロック優勝） ▲網干校区（Dブロック優勝）

Aブロック

Bブロック

Cブロック

Dブロック

旭陽校区

勝原校区丁

中寺校区

網干校区

城西校区

豊富校区B

勝原校区エルモ

砥堀校区

豊富校区A

広峰校区

城北校区
旭陽校区旭陽校区 勝原校区丁

優勝 準優勝 3位 総合優勝 準優勝
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6
月
3
日
㈪
、
高
砂
市
文
化
会

館
で
、
県
下
の
婦
人
会
員
が
遠
近

各
地
よ
り
集
ま
り
、
井
戸
敏
三
県

知
事
ご
臨
席
の
も
と
、
兵
庫
県
婦

人
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。県

婦
人
会
北
野
会
長
の
開
会
の

挨
拶
で
高
砂
市
は
「
ブ
ラ
イ
ダ
ル

都
市
」
を
目
指
し
て
三
世
代
同
居

を
推
進
し
て
い
る
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
地
名
に
ち
な
ん
で
素
晴
ら
し

い
取
り
組
み
で
す
。
記
念
講
演
で

は
「
兵
庫
か
ら
未
来
を
拓
く
」
と

題
し
て
井
戸
敏
三
知
事
よ
り
お
話

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
他
府
県
に

誇
れ
る
兵
庫
県
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
と
力

強
い
言
葉
で

締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。　  

（
長
谷
都
子
）

7
月
23
日
㈫
、
お
城
の
女
王
、

佐
藤
由
美
さ
ん
、
上
西
伶
奈
さ
ん
、

大
川
恵
理
香
さ
ん
が
婦
人
会
事
務

所
を
訪
れ
、
岩
田
会
長
、
清
水
・

山
田
副
会
長
、
稲
田
会
計
と
歓
談

し
ま
し
た
。

姫
路
の
名
物
に
つ
い
て
、
し
ば

ら
く
話
し
合
い
、
し
っ
か
り
　
食

べ
て
く
だ
さ
い
ネ
…

▲婦人会は、地域の総合活動団体！！

7
月
31
日
㈬
、
地
域
啓
発
の
一

環
と
し
て
、
播
磨
学
研
究
所
研
究

員
の
埴
岡
真
弓
先
生
か
ら
軍
師
・

官
兵
衛
に
ま
つ
わ
る
話
を
聞
き
ま

し
た
。
光
姫
が
生
涯
一
人
の
妻
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
楽
し
く
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
語
り
で
、
人
間
・

官
兵
衛
を
観
た
気
が
し
ま
す
。
来

年
の
大
河
ド
ラ
マ
を
よ
り
楽
し
み

期
待
し
て
講
演
会
を
終
了
し
ま
し

た
。

機
会
が
あ
れ
ば
、
官
兵
衛
さ
ん

の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
た
い
で

す
。

て
る

6
月
27
日
㈭
、
姫
路
市
キ
ャ
ス

パ
ホ
ー
ル
で
、
社
会
福
祉
推
進
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、

マ
ス
コ
ッ
ト
さ
ぎ
ま
る
く
ん
が
発

表
さ
れ
、
体
操
も
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
川
西
市
グ
リ
ー
ン

ハ
イ
ツ
地
区
福
祉
委
員
会
の
活
動

が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

8
月
12
日
㈪
、
会
長
以
下
8
名

は
、
エ
コ
パ
ー
ク
あ
ぼ
し
の
見
学

に
行
き
ま
し
た
。
再
資
源
化
施
設

を
中
心
に
2
時
間
ほ
ど
の
見
学
で

し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ビ
ン
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
、

最
後
に
は
人
の
手
で
仕
分
け
が
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
を

ち
ゃ
ん
と
理
解
し
て
、①
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
ふ
た
と
外
装
を
と
っ

て
、②
識
別
マ
ー
ク
の
付
い
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
や
袋
は

洗
っ
て
緑
の
指
定
袋
に
入
れ
て
、

③
火
災
の
原
因
と
な
る
ラ
イ
タ
ー

は
中
身
を
使
い
切
っ
て
可
燃
ゴ
ミ

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
出
し
ま
し
ょ

う
。
私
た
ち
生
活
に
一
番
身
近
で

関
係
の
あ
る
こ
と
な
の
で
、
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
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6
月
27
日
㈭
、
手
柄
山
温
室
植

物
園
の
寄
せ
植
え
教
室
に
岩
田
会

長
、
稲
田
会
計
、
難
波
理
事
が
参

加
し
ま
し
た
。

姫
路
市
花
の
サ
ギ
ソ
ウ
を
使
っ

て
他
に
シ
ラ
サ
ギ
カ
ヤ
ツ
リ
、
雪

の
下
、
セ
キ
シ
ョ
ウ
、
竜
の
ひ
げ

な
ど
を
あ
し
ら
い
ま
し
た
。
コ
ケ

を
う
め
て
白
い
小
石
で
川
を
イ

メ
ー
ジ
し
涼
し
げ
な
寄
せ
植
え
が

仕
上
が
り
ま
し
た
。

9月22日㈰
9月28日㈯･29日㈰

9月14日㈯
10月26日㈯

11月16日㈯･17日㈰
11月27日㈬
12月11日㈬

兵庫県婦人バレーボール大会
姫路環境フェスティバルと美化のつどい
中播磨活動交流メッセ　福崎町文化センター周辺
女性文化大会
あいめっせフェスティバル
姫路同和教育研究大会（大的中学校）
消費生活公開講座　講師　林裕人氏　あいめっせホール

7
月
9
日
㈫
、
姫
路
市
連
合
婦

人
会
23
名
は
、
岐
阜
県
大
垣
市
連

合
婦
人
会
と
、
奥
の
細
道
む
す
び

の
地
記
念
館
で
、
意
見
交
換
会
等

交
流
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

双
方
の
婦
人
会
の
活
動
を
紹
介
し

た
後
、
今
後
の
問
題
点
な
ど
を
話

し
合
い
ま
し
た
。
大
垣
市
連
合
婦

人
会
の
印
象
に
残
っ
た
活
動
と
し

て
、
大
垣
ま
つ
り
で
和
服
を
着
て
、

抹
茶
の
接
待
を
さ
れ
て
い
る
事
で

し
た
。

翌
日
、
猛
暑
の
中
、
妻
籠
宿
、

明
智
町
、
日
本
大
正
村
の
見
学
に

行
き
、
皆
さ
ん
、
無
事
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

8
月
7
日
㈬
、
自
衛
隊
姫
路
駐

屯
地
の
盆
踊
り
が
開
催
さ
れ
、
岩

田
会
長
を
は
じ
め
城
北
・
広
峰
両

校
区
の
会
員
約
30
名
が
参
加
い
た

し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
白

鷺
太
鼓
に
続
き
、
婦
人
会
員
が
櫓

に
上
り
、
播
州
音
頭
や
炭
坑
節
を

地
域
の
皆
様
や
自
衛
隊
員
の
方
々

と
楽
し
く
踊
り
ま
し
た
。
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6
月
13
日
㈭
、
42
名
の
参
加
で

見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
最
初

に
ル
ネ
ス
花
北
へ
。
児
童
、
成
人

施
設
と
区
別
さ
れ
、
診
療
所
相
談

窓
口
を
開
い
て
適
切
な
支
援
を
さ

れ
大
切
な
場
所
で
し
た
。
次
に
姫

路
み
な
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
見

学
。
午
後
か
ら
は
甲
山
浄
水
場

へ
。
飲
料
水
に
な
る
迄
の
工
程
の

説
明
を
聞
き
心
し
て
使
用
し
な
け

れ
ば
と
痛
感
し
ま
し
た
。
最
後
の

農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
玉
ネ
ギ
、

苗
な
ど
沢
山
買
い
物
を
さ
れ
、
楽

し
く
意
義
あ
る
見
学
会
を
終
了
し

ま
し
た
。
　
　
　
（
池
内
ひ
ろ
み
）

7
月
7
日
㈰
、
第
2
回
生
活
学

級
と
し
て
施
設
見
学
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
姫
路
科
学
館
で
は
宇

宙
・
科
学
・
郷
土
の
自
然
を
観
察

し
、
実
験
装
置
で
体
感
！
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
で
七
夕
の
美
し
い
星
空

に
見
と
れ
ま
し
た
。
大
庄
屋
三
木

家
で
は
江
戸
初
期
の
建
築
物
を
見

学
し
な
が
ら
当
時
の
人
々
の
生
活

に
驚
い
た
り
、
感
心
し
た
り
。
次

は
「
海
」
「
み
な
と
」
「
銀
の
馬

車
道
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
み
な
と

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
見
学
。
姫
路
の

自
然
や
歴
史
、
文
化
を
楽
し
み
学

ん
だ
一
日
で
し
た
。
（
有
馬
由
枝
）

城
北
校
区

7
月
7
日
㈰
、
余
部
校
区
婦
人

会
で
は
、
生
活
学
級
施
設
見
学
会

と
し
て
、
姫
路
市
水
族
館
、
ハ
ー

ブ
の
寄
せ
植
え
体
験
、
姫
路
科
学

館
（
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
）
39
名
で

見
学
し
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
作
っ

た
ハ
ー
ブ
の
寄
せ
植
え
も
花
が
咲

き
終
わ
っ
た
ら
お
し
ま
い
で
は
な

く
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
楽
し
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
又
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

で
は
、
世
界
第
5
位
の
大
き
さ
の

ド
ー
ム
ス
ク
リ
ー
ン
で
関
西
一
の

大
迫
力
映
像
で
有
意
義
な
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。  

（
吉
田
利
久
子
）

6
月
18
日
㈫
、
大
阪
ガ
ス
の
料

理
講
演
会
に
18
名
で
参
加
し
ま
し

た
。
大
阪
ガ
ス
の
方
か
ら
、
エ
コ

に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
、
資
源

の
大
切
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
早
速
料
理
で
す
。

た
け
の
こ
の
つ
く
ね
、
焼
き
ナ

ス
と
6
品
の
献
立
で
す
。
〝
ア
ボ

カ
ド
ク
リ
ー
ム
〞
普
段
、
シ
ン
プ

ル
に
食
べ
て
い
る
焼
き
ナ
ス
が
、

大
変
身
し
ま
し
た
。
作
っ
て
驚

き
、
食
べ
て
感
動
、
す
ば
ら
し

い
、
ひ
と
と
き
で
し
た
。
家
で

も
、
が
ん
ば
っ
て
作
り
た
い
で

す
。
　
　
　
　
　  

（
岩
田
稔
恵
）

▲科学館では楽しいお話がいっぱい♥

▲久しぶりに、子供に帰りました。

▲美味しい料理を目の前にして

7
月
14
日
㈰
、
10
時
よ
り
山
田

公
民
館
に
お
い
て
井
上
会
長
は
じ

め
本
部
役
員
2
名
が
講
師
と
な
り

浴
衣
の
着
付
講
習
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
各
地
で
の

夏
祭
り
に
、
自
分
で
着
付
け
て
行

け
る
し
、
娘
さ
ん
の
着
付
け
も
出

来
る
と
、
と
て
も
好
評
で
し
た
。

ま
た
男
性
の
浴
衣
の
帯
の
巻
き

方
も
習
い
ま
し
た
。

浴
衣
を
着
る
機
会
は
少
な
く
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、
気
軽
に
着

て
、
暑
い
夏
を
涼
し
く
過
ご
せ
た

ら
い
い
と
思

い
ま
す
。
　

（
大
藤
知
子
）

山
田
校
区
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中
寺
校
区

▲よさこい踊りの大旗の揺れ
　から目が離せません。

▲元気に育ちますように

旭
陽
校
区

播
但
線
駅
前
活
性
化
事
業
と
し

て
「
溝
口
駅
前
デ
ー
ワ
ン
ま
つ

り
」
が
７
月
26
日
㈮
の
夕
方
、
太

子
丘
公
園
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。中

寺
校
区
婦
人
会
は
実
行
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
運
営
に
参

加
し
、
当
日
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
焼
い
て
販
売

し
ま
し
た
。

二
川
恵
美
さ
ん
と
牛
尾
誠
さ
ん

の
歌
声
に
始
ま
り
、
版
画
家
の
岩

田
健
三
郎
さ
ん
と
大
野
溝
口
自
治

会
長
等
の
ト
ー
ク
、
よ
さ
こ
い
踊

り
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
み
な
が
ら
、
屋
台
や
夜

店
に
多
く
の
人
々
が
押
し
寄
せ
大

賑
わ
い
で
し
た
。（
河
南
眞
稚
子
）

7
月
4
日
㈭
、
高
田
公
民
館

で
、
旭
陽
ふ
た
葉
教
室
七
夕
会
を

行
い
ま
し
た
。
講
師
と
し
て
地
域

在
住
の
元
保
育
士
さ
ん
に
来
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
色
紙
を
使
っ
た

ひ
し
形
つ
な
ぎ
、
あ
み
飾
り
や

ち
ょ
う
ち
ん
、
野
菜
を
使
っ
た
お

供
え
物
の
作
り
方
を
教
わ
り
ま
し

た
。
最
後
は
小
分
け
し
た
笹
に
短

冊
と
笹
飾
り
を
つ
け
て
全
員
が
持

ち
帰
り
ま
し
た
。
み
ん
な
の
願
い

事
は
い
く
つ
叶
っ
た
か
な
？
　
　

　
　
　
　
　
　
　（
三
輪
る
み
）

水
上
校
区

▲豚汁・ポテトサラダ・おむすび・鶏のフライができたよ ！

6
月
3
日
㈪
、
花
北
市
民
広
場

料
理
室
で
、
増
位
中
学
校
区
の
婦

人
会
が
、
中
学
生
と
災
害
の
時
に

役
立
つ
料
理
作
り
を
し
ま
し
た
。

中
学
校
で
平
成
10
年
か
ら
実
施
し

て
い
る
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー

ク
」
に
協
力
し
、
月
曜
日
が
定
休

日
に
な
っ
て
い
る
子
ど
も
達
を
預

か
り
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
メ
ニ

ュ
ー
は
ゼ
リ
ー
を
入
れ
て
5
品
。

今
年
も
地
域
の
子
ど
も
達
と
貴
重

な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

（
豊
田
多
恵
子
）

中
学
生
と
料
理
を
楽
し
む

七
夕
会

▲ゆかたで総踊り
勝
原
校
区

納
涼
の
集
い

溝
口
駅
前
デ
ー
ワ
ン
ま
つ
り

7
月
13
日
㈯
、
元
気
で
活
力
の

あ
る
町
づ
く
り
を
目
指
す
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
事
業
と
し
て
納
涼
の
集
い

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
櫓
を
中
心
に
、
か
わ
い

い
園
児
の
踊
り
や
ス
ク
ー
ル
バ
ン

ド
の
演
奏
、
子
供
達
に
よ
る
「
よ

さ
こ
い
」
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。最

後
に
婦
人
会
に
よ
る
盆
踊
り

「
播
州
音
頭
」
と
「
炭
抗
節
」
は

一
般
参
加
を
呼
び
掛
け
、
P
T
A

等
実
行
委
員
長
、
小
・
中
学
校
長

の
参
加
を
得
て
楽
し
い
一
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
　（
黒
田
了
子
）

7

（7）  第513号（改版第16号） 2013年（平成25年）婦人ひめじ

四
郷
（
見
野
）
校
区

7
月
15
日
㈪
、
指
導
者
講
習
会

に
参
加
。
今
年
は
、
東
消
防
署
、

四
郷
分
団
の
指
導
の
も
と
、

A
E
D
の
使
用
方
法
と
初
期
対
応

の
け
が
の
手
当
の
方
法
を
学
び
実

習
し
ま
し
た
。
A
E
D
の
器
種
も

多
様
化
し
人
工
呼
吸
よ
り
ま
ず
、

心
臓
停
止
の
場
合
は
、
蘇
生
さ
す

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
周
囲
の
人

と
協
力
し
落
ち
つ
い
て
、
勇
気
を

も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
役
目
で
あ
る
こ
と

を
再
確
認
し
ま
し
た
。
災
害
の
多

い
地
域
性
も
あ
り
、
み
な
さ
ん
熱

心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
　
　   

　
　
　
　
　
　
　
（
竹
中
安
美
）

網
干
校
区

▲初めて踊った　播州音頭！！

船
津
校
区

7
月
20
日
㈯
、
ふ
れ
あ
い
の
郷

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
て
入
居
者
の

方
々
と
の
交
流
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
婦
人
会
員
が
色
と
り
ど
り
の

浴
衣
を
着
て
ホ
ー
ム
利
用
者
の

方
々
と
一
緒
に
「
炭
抗
節
」
や

「
播
州
音
頭
」
を
踊
り
ま
し
た
。

又
、
姫
路
獨
協
大
吹
奏
楽
部
や

香
寺
太
鼓
の
演
奏
、
フ
ラ
ダ
ン
ス

等
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
夏
ま
つ
り
が
、
地
域
の

方
々
と
の
親
睦
を
深
め
る
場
と
し

て
来
年
以
降
も
続
き
ま
す
よ
う

に
。
　
　
　
　
　
　 

（
参
輪
幸
江
）

川
ま
つ
り
に
参
加

城
西
校
区

8
月
3
日
㈯
、
連
日
の
猛
暑
で

日
が
暮
れ
て
も
地
熱
が
下
ら
ず
、お

城
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
総
踊

り
の
遅
い
時
間
で
も
、全
く
の
無
風

状
態
で
し
た
が
、今
年
は
城
西
校
区

も
若
い
人
の
参
加
で
新
し
い
風
が
吹

き
ま
し
た
。連
合
婦
人
会
の
、一
際
目

を
引
く
赤
い
ハッ
ピ
に
、沿
道
の
人
達

も
大
き
な
拍
手
と
声
援
は
熱
く
て

流
れ
る
汗
さ
え
も
爽
や
か
な
汗
と
な

り
、私
達
の
心
を
一
層
ハッ
ピ
ー
に
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。　（
東
山
昌
代
）

お
城
ま
つ
り
に
参
加
し
て

ふ
れ
あ
い
の
郷
「
夏
ま
つ
り
」

▲いざという時のために…。

砥
堀
校
区

6
月
30
日
㈰
、
婦
人
会
役
員
14

名
で
普
通
救
命
講
習
を
行
い
ま
し

た
。
東
消
防
署
の
救
急
救
命
士
と

砥
堀
消
防
分
団
長
が
講
師
を
し
て

く
だ
さ
り
現
場
の
実
際
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
が
聞
け
ま
し
た
。
内

容
は
心
肺
蘇
生
法
と
A
E
D
の
手

順
が
主
で
受
講
者
全
員
が
体
験
し

ま
し
た
。
受
講
者
か
ら
も
積
極
的

な
質
問
が
出
る
な
ど
、
今
回
大
切

な
命
を
救
う
た
め
、
救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
出
来
る
事
が
い
か
に

重
要
か
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
い

ざ
と
い
う
時
に
勇
気
を
持
っ
て
冷

静
に
対
処
で
き
る
か
は
定
期
的
な

復
習
や
訓
練
が
大
事
だ
と
思
い
ま

し
た
。
　
　
　
　
　 
（
浜
田
ま
り
）

救
命
講
習
に
参
加
し
て

体
験
を
生
か
そ
う

　

 

A
E
D
講
習
会▲はじめどきどき、経験すれば安心

8
月
8
日
㈭
、
網
干
川
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
午

後
３
時
頃
か
ら
雨
が
降
り
出
し
、

花
火
の
前
に
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

の
多
く
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

網
干
校
区
婦
人
会
も
盆
踊
り
に
参

加
予
定
で
し

た
が
、
地
面

が
ぬ
か
る
ん

で
や
む
な

く
、
不
参
加

と
な
り
ま
し

た
。
来
年
こ
そ
は
、
楽
し
く
参
加

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
西
川
明
代
）

▲せっかく着がえたのに…
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姫路市が平成25年3月に策定した｢姫路市男女共同参画プラン2022｣では6つの｢基本目標｣と5つの｢重点的に推進すべ

き課題｣を設定しています(｢婦人ひめじ｣前号参照)。

｢重点的に推進すべき課題｣の1つに｢地域社会での男女の対等な関係づくりと、活動への共同参画｣があり、これに

関する｢施策の方向｣は次のとおりです。

●生活に密接に関連する地域社会において、男女が共に主体的に関わることができるよう、意識啓発や環境整備に重点

的に取り組みます。

●地域団体の方針決定に関わる場への女性の積極的な参画を進めるよう働きかけを行うとともに、地域の女性団体の

活性化に向けて支援を行います。

●防災・防犯、環境分野において、男女共同参画の視点の導入を促進します。

　とりわけ環境分野における｢基本施策｣としては、｢男女共同参画の視点に立った環境問題への取り組みの推進｣を

掲げており、具体には下表の施策を考えています。

このたび、姫路市では、ごみの減量化・リサイクルや環境の保全・創造について、市民

と共に考えるためのイベントとして、｢ひめじ環境フェスティバル2013｣及び｢環境と美化

のつどい｣を開催します。

多数の皆様に是非ご来場いただき、男女を問わず、環境問題への関心を高め、認識を深

めていただくとともに、このイベントが地域において男女の参加による環境問題への取組

みが促進される契機になれば幸いです。

具体的施策

①環境問題についての啓発及び学習
機会の拡大[新規]

エコパークあぼし
環境政策室

自然環境や生活環境の保全、循環型社会の形成等の環境問題
についての認識を深めるための啓発及び学習の機会の拡大を
図る。

②男女による環境問題への取り組み
の促進

美化業務課地域における環境保全に向けた取り組みへの男女の参加を促
進する。

担当課具体的施策の概要

ひめじ環境フェスティバル2013 環境と美化のつどい

お問い合わせ先　姫路市美化業務課　☎079(221)2500

日時：9月28日㈯・29日㈰
　　　10:00～16:00
　　  （9月28日㈯は9:30からオープニングセレモニー）

場所：大手前公園

内容：会場内の各ブースでは、市・事業者・
各種団体が環境問題への取組みをPR
します。

　　　ステージではバラエティに富んだショ
ーを行います。

日時：9月29日㈰
　　　13:30～15:30

場所：男女共同参画推進センター
　　　あいめっせホール（イーグレひめじ3階）

内容：まちの美化やリサイクル活動、環境の
保全に貢献した市民・団体の功績を
讃え、顕彰するとともに、環境と美化
に関する講演会を開催します。


